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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究

一
〇
〕

昭
和
三
七
2
1
（
撮
鴉
嘱
煉
炉
綜
賭
）

　
不
動
産
に
対
す
る
仮
差
押
の
効
力

　
　
家
屋
明
渡
等
請
求
事
件
（
昭
和
三
七
年
九
月
一
八
日
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
訴
外
債
権
者
丁
の
申
立
に
よ
り
訴
外
債
務
老
0
の
土
地
並
び
に
右
土
地
上
の
建

　
　
物
に
対
し
て
仮
差
押
が
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
O
は
仮
差
押
登
記
後
こ
れ
を

　
　
期
間
三
年
の
約
束
で
被
告
Y
（
控
訴
人
・
上
告
人
）
に
賃
貸
し
た
。
そ
の
後
丁

　
　
は
本
執
行
の
債
務
名
義
に
基
づ
き
強
制
執
行
を
な
し
、
原
告
X
（
被
控
訴
人
・

　
　
被
上
告
人
）
が
右
不
動
産
を
競
落
し
、
所
有
権
の
移
転
登
記
を
な
し
た
．
原
告

　
　
X
は
競
落
不
動
産
引
渡
命
令
に
基
づ
き
執
行
を
な
さ
ん
と
し
た
が
、
Y
が
右
不

　
　
動
産
を
使
用
占
有
し
て
い
る
た
め
に
執
行
が
不
能
と
な
つ
た
。
原
告
X
は
Y
に

　
　
対
し
右
不
動
産
明
渡
の
訴
を
提
起
し
た
。
こ
れ
が
本
訴
で
あ
る
。

　
　
第
一
審
裁
判
所
は
、
仮
差
押
の
効
力
と
し
て
債
務
者
0
は
所
有
物
件
に
対
す
る

　
　
処
分
の
制
限
を
受
け
、
仮
差
押
登
記
後
に
被
告
に
賃
貸
す
る
も
こ
れ
を
以
て
仮

　
　
差
押
債
権
者
従
つ
て
仮
差
押
事
件
の
本
案
判
決
の
執
行
に
よ
り
仮
差
押
物
件
の

　
　
所
有
権
を
取
得
し
た
競
落
人
に
対
抗
し
え
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か

　
　
ら
、
被
告
は
不
法
に
占
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
原
告
に
対
し
、
原
告
が
競

　
　
落
し
た
不
動
産
を
明
渡
し
、
な
お
原
告
が
所
有
権
取
得
後
本
件
不
動
産
を
使
用

　
　
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
為
受
け
る
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
が
あ
る
、
と
判
断

　
　
し
て
、
原
告
勝
訴
の
裁
判
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Y
控
訴
．

判
例
研
究

控
訴
審
裁
判
所
は
第
一
審
裁
判
所
の
判
決
を
引
用
し
て
控
訴
棄
却
．
Y
上
告
．

上
告
理
由
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
た
と
え
仮
差
押
後
に
賃
貸
借

が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
民
法
六
〇
二
条
に
よ
り
短
期
賃
貸
借
と
し
て
土
地
に

つ
ぎ
五
年
の
賃
借
権
が
存
し
、
而
も
五
年
の
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
に
関
し
第
一
審
並
び
に
原
審
は
毫
も
言
及
せ
ず
漫
然
と
看

過
し
た
点
違
法
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
借
地
、
借
家
関
係
を
律
す
る
借
地
・
借

家
法
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
仮
差
押
登
記
後
の
賃
借
権
に
付
き
対
抗
し
え
ざ

る
旨
の
規
定
な
く
、
一
般
法
た
る
民
法
に
対
す
る
借
地
・
借
家
法
は
特
別
法
た

る
地
位
に
あ
る
こ
と
、
目
的
不
動
産
の
競
売
に
際
し
て
も
其
の
公
告
要
件
に
記

載
し
あ
る
賃
借
権
は
競
落
人
は
こ
れ
を
了
承
の
上
競
落
す
る
も
の
で
以
後
な
ん

ら
所
有
者
に
お
い
て
更
新
拒
絶
ま
た
は
正
当
事
由
の
主
張
な
き
本
件
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
、
Y
は
権
限
に
基
づ
き
使
用
を
継
続
す
る
権
利
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
審
及
び
原
審
は
此
の
部
分
を
釈
明
せ
し
め
て
判
断
す
べ

き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
点
で
、
本
件

判
決
は
借
地
・
借
家
法
の
原
理
に
反
す
る
、
し
か
も
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
す
重

大
且
つ
明
白
な
法
令
違
反
が
あ
る
、
と
い
う
。

上
告
審
裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
「
所
論
引
用
の
原
判
示
は
、
民
訴
六
四
四
条

の
法
意
に
照
し
、
正
当
で
あ
る
．
所
論
は
、
右
と
異
な
つ
た
見
解
を
前
提
と

し
、
仮
差
岬
の
目
的
物
件
に
つ
い
て
賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
場
合
に
お
け
る

一
〇
七

（
二
三
九
）



　
　
判
例
研
究

賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
論
議
し
、
原
判
決
を
攻
撃
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
、

ひ
つ
き
よ
う
、
独
自
の
見
解
に
立
つ
て
原
判
決
を
非
難
す
る
に
帰
す
る
か
ら
、

採
用
で
き
な
い
」
と
し
て
、
上
告
棄
却
。

　
判
旨
に
賛
成
で
き
な
い
。

　
民
訴
法
六
四
四
条
二
項
は
、
「
差
押
ハ
債
務
者
力
不
動
産
ノ
利
用
及
ヒ
管
理

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス
」
と
規
定
す
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
第
一
に
、
差
押

不
動
産
の
賃
貸
借
が
処
分
行
為
で
あ
る
の
か
或
い
は
管
理
行
為
で
あ
る
の
か
と

い
う
点
に
存
し
、
第
二
に
、
管
理
行
為
だ
と
す
る
場
合
、
同
条
に
い
わ
ゆ
る
管

理
行
為
は
競
落
後
ま
で
存
続
す
る
賃
貸
借
を
含
む
か
否
か
と
い
う
点
に
存
す

る
。　
第
一
の
問
題
点
に
つ
き
ま
ず
検
討
し
て
み
よ
う
。
管
理
行
為
と
は
、
一
般
に

は
目
的
物
の
保
存
・
利
用
・
改
良
行
為
を
意
味
す
る
（
峨
睡
紙
賠
齢
槻
誕
配
凋
順
弱
）
。

物
の
賃
貸
借
は
物
の
利
用
行
為
に
あ
た
る
か
ら
管
理
行
為
で
あ
る
（
鰍
糠
舗
翻
帆
野

蓋
欝
饗
晶
罐
灘
蛯
評
嬰
し
奪
、
賃
貸
僅
そ
の
期
間
が
奮

り
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
実
際
上
の
利
害
関
係
か
ら
み
て
処
分
行
為
に
類
似

し
て
く
る
。
そ
こ
で
、
民
法
六
〇
二
条
は
、
管
理
能
力
ま
た
は
管
理
権
限
は
あ

る
が
処
分
能
力
ま
た
は
処
分
権
限
を
も
た
な
い
者
は
、
一
定
の
期
間
を
超
え
る

長
期
賃
貸
借
を
な
し
え
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
民
法
の
態
度
は
、
同
法

六
〇
二
条
所
定
の
期
間
内
の
賃
貸
借
は
こ
れ
を
無
条
件
に
管
理
行
為
と
し
、
こ

れ
を
超
え
る
場
合
に
限
り
賃
貸
借
は
処
分
行
為
に
準
ず
る
も
の
と
み
る
態
度
で

あ
る
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
・
5
（
鰍
凄
噸
醜
昴
騙
中
）
。
ま
た
、
抵
当
権
に
お
け
る
短

期
賃
貸
借
の
保
護
に
関
す
る
民
法
三
九
五
条
の
規
定
も
、
こ
れ
と
一
脈
相
通
じ

嚇
○
八

（
二
四
〇
）

る
も
の
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
賃
貸
借
は
民
法

第
六
〇
二
条
の
期
間
内
の
賃
貸
借
で
あ
る
か
ら
（
鍬
は
○
血
鱗
㌍
慰
伽
畷
飼
魁
馳
はの
讃
鱗

髄
瑠
蹴
価
節
飢
儲
頒
継
駄
節
彫
肌
望
勧
驚
泌
ポ
本
）
、
こ
れ
を
以
て
当
該
不
動
産
の
処
分
行

為
乃
至
準
処
分
行
為
と
み
る
必
要
は
な
く
、
純
然
た
る
管
理
行
為
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
も
つ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
．
賃
借
権
の
物
権
化
現
象
を
重
視
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
「
賃
借
権
の
設
定
を
物
権
の
設
定
と
同
じ
く
所
有
権
に
直
接
制
限

を
加
え
た
と
同
様
の
負
担
と
み
て
、
こ
れ
を
処
分
禁
止
に
反
す
る
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
又
そ
う
み
る
こ
と
が
価
値
保
存
の
た
め
の
差
押

の
目
的
に
適
合
し
、
民
訴
六
四
四
条
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
の
前
示
判
例
（
翻

硫
必
塾
）
の
考
え
方
を
正
し
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の

賃
貸
借
が
民
法
六
〇
二
条
の
期
間
以
内
の
も
の
で
あ
る
と
な
い
と
は
、
問
題
で

な
い
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
黙
醇
野
禰
罐
熊
肋
↓
騒
憾
卿
肋
繭
力
」
）
。
し

か
し
て
こ
の
見
解
は
通
説
・
判
例
に
一
つ
の
論
拠
を
示
す
も
の
と
し
て
充
分
評

価
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
私
は
、
既
述
の
ご
と
く
民
法
六
〇
二
条

及
び
三
九
五
条
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
賛
成
し
え
な
い
。

　
な
お
、
沢
判
事
は
、
本
件
賃
貸
借
に
つ
き
民
法
六
〇
二
条
の
適
用
は
な
い
も

の
と
し
、
そ
の
論
拠
と
し
て
以
下
の
ご
と
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、

民
法
六
〇
二
条
の
処
分
の
能
力
又
は
権
限
を
有
せ
ざ
る
者
と
い
う
の
は
、
絶
対

的
に
、
自
己
の
財
産
に
つ
き
処
分
権
能
を
欠
き
、
他
人
の
財
産
に
つ
き
処
分
権

限
を
有
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
重
大
な
利
害
あ
る
処
分
と
な
ら
な
い
た
め
埋

間
を
制
限
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
差
押
に
よ
る
処
分
権
能
の
制
限
を
う
け
た

よ
う
な
も
の
は
含
む
も
の
で
は
な
い
。
差
押
を
受
け
た
債
務
者
と
い
え
ど
も
処



分
権
能
を
喪
失
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
債
権
者
に
処
分
を
対
抗
で
き
な
い

だ
け
で
あ
る
。
処
分
は
も
と
よ
り
当
事
者
間
で
は
有
効
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
当

事
者
間
ま
で
期
間
上
制
限
す
べ
き
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
何
故
差
押
債
務
者
が
債
権
老
に
対
す
る
関
係
で
六
〇
二
条
の
期
問
を
超
え

る
賃
貸
借
を
対
抗
し
え
な
い
か
と
い
う
に
、
債
務
者
は
債
権
者
と
の
関
係
で
相

対
的
に
処
分
権
限
を
喪
失
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
拠
紛
襟
趾
㎜
吻
伽
輔
調
瑚
晒
麺

て
い
る
。
た
と
え
ぽ
明
治
二
七
年
五
月
一
四
日
民
刑
一
七
一
号
民
刑
局
長
回
答
、
通
達
回
答
集
四
〇
〇
頁

は
、
「
不
動
産
二
対
ス
ル
差
押
又
ハ
仮
差
押
脊
記
ア
リ
シ
以
上
ハ
其
以
後
二
権
利
ヲ
取
得
シ
タ
ル
第
三
者
ハ

悪
意
ト
看
倣
ス
可
キ
ニ
付
民
事
訴
訟
法
第
六
百
五
十
条
第
一
項
二
依
リ
差
押
又
ハ
仮
差
押
ノ
効
力
ノ
対
抗

ヲ
受
ケ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
難
モ
債
権
者
ノ
権
利
ヲ
害
セ
サ
ル
限
リ
ハ
固
ヨ
リ
債
務
者
力
其
所
有
ノ
不
動
産

ヲ
処
分
ス
ル
ヲ
妨
ケ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
若
シ
将
来
或
ル
事
由
二
因
り
差
押
又
ハ
仮
差
押
ノ
解
除
セ
ラ
ル
ル

ニ
至
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
同
時
二
売
買
ハ
完
全
ナ
モ
ノ
ト
為
ル
可
シ
依
テ
差
押
又
ハ
仮
差
押
ノ
登
記
以
後

二
於
テ
所
有
者
力
其
不
動
産
ヲ
売
却
セ
ン
場
合
ニ
ハ
其
価
額
力
差
押
債
権
額
ヲ
超
過
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ

ス
又
売
却
代
金
ヲ
以
テ
労
押
債
権
著
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ル
ト
否
ト
ヲ
聞
ハ
ス
其
売
買
ヲ
登
記
ス
可
キ
モ
ン
ト

囎
該
露
紮
鷹
裁
勘
髄
、
細
酔
牲
縛
飯
鎚
鉦
齪
嚥
題
蜂
購
犠
鑛
縮
に

協
会
決
議
・
評
論
一
一
巻
諸
法
一
七
二
頁
、
も
こ
れ
に
な
ら
つ
て
い
る
。
判
例
と
し
て
は
、
「
差
押
ニ
ヨ
リ

テ
債
務
者
ハ
当
然
差
押
物
ノ
所
有
権
ヲ
失
フ
者
二
非
サ
ル
カ
故
二
貸
務
者
力
之
ヲ
第
三
者
二
売
却
ス
ル
モ

其
売
買
契
約
ヲ
以
テ
直
二
絶
対
的
無
効
ナ
リ
ト
結
論
ス
ル
ヲ
得
ス
ト
難
モ
斯
ノ
如
キ
差
押
物
二
対
ス
ル
処

分
行
為
ハ
差
押
債
権
者
二
対
シ
何
等
効
力
ヲ
生
セ
サ
ル
コ
ト
ハ
差
押
ノ
効
力
ト
シ
テ
一
点
ノ
疑
ナ
キ
所
ト

ス
従
テ
差
押
物
二
対
ス
ル
執
行
手
続
ハ
依
然
ト
シ
テ
進
行
シ
得
ヘ
ク
其
競
売
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
毫
モ
処
分

行
為
ナ
カ
リ
シ
モ
ノ
ト
シ
差
押
当
時
ノ
状
態
二
於
テ
競
売
二
附
ス
ヘ
ク
競
落
ノ
結
果
競
落
人
ハ
之
ニ
ヨ
リ

テ
完
全
ナ
ル
所
有
権
ヲ
取
得
シ
第
三
者
若
ク
ハ
転
得
者
ハ
其
所
有
権
ヲ
喪
失
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
す
る

大
正
二
年
三
月
七
日
東
地
民
一
判
新
聞
八
七
〇
号
三
頁
を
は
じ
め
と
し
て
．
裁
判
年
月
日
不
明
東
地
民
一

判
大
正
二
年
（
レ
）
一
二
号
評
論
二
巻
民
訴
二
二
八
頁
、
大
審
大
正
四
年
一
二
月
一
四
日
民
一
決
民
録
二

一
輯
一
二
〇
六
頁
民
抄
録
六
三
巻
一
三
七
一
七
頁
評
論
五
巻
民
訴
二
五
頁
、
昭
和
六
年
七
月
六
日
札
幌
区

判
新
聞
一
二
三
一
七
号
九
頁
評
論
二
〇
巻
諸
法
七
二
八
頁
、
大
審
昭
和
八
年
一
〇
月
六
日
民
五
判
民
集
一

二
巻
二
四
七
三
頁
新
聞
三
六
六
八
号
五
頁
、
大
審
昭
和
一
四
年
二
一
月
一
日
民
二
判
評
論
二
九
巻
民
訴
三

渤
瀬
魏
と
）
。
処
分
権
限
の
相
対
的
喪
失
は
、
処
分
の
効
力
に
相
対
的
に
影
響
を

及
ぽ
す
。
絶
対
的
な
処
分
権
の
喪
失
は
処
分
の
効
力
に
絶
対
的
に
影
響
を
及
ぽ

す
。
し
た
が
つ
て
、
民
法
六
〇
二
条
に
い
わ
ゆ
る
「
処
分
ノ
能
力
又
ハ
権
限
ヲ

有
セ
サ
ル
者
」
と
は
、
こ
れ
ら
両
者
を
含
む
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
次
に
第
二
の
問
題
の
検
討
に
移
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

判
　
例
　
研
　
究

ヶ
ー
ス
と
も
い
う
べ
ぎ
判
例
と
し
て
、
大
審
明
治
三
八
年
一
つ
月
二
五
日
民
二

判
民
録
一
一
輯
一
四
七
六
頁
民
抄
録
二
七
巻
五
五
二
五
頁
が
あ
る
。
こ
の
判
決

は
、
「
上
告
人
甲
ハ
係
争
ノ
賃
借
権
ヲ
以
テ
競
落
人
タ
ル
被
上
告
人
二
対
抗
ス

ル
ヲ
得
ス
上
告
人
ハ
民
事
訴
訟
法
第
六
百
四
十
四
条
ヲ
援
テ
論
争
ス
レ
ト
モ
抑

不
動
産
競
売
ノ
手
続
タ
ル
ヤ
執
行
裁
判
所
ハ
民
事
訴
訟
法
第
六
百
五
十
一
条
二

依
リ
競
売
申
立
ノ
登
記
ヲ
為
シ
競
売
ノ
申
立
ヲ
登
記
シ
タ
ル
後
競
落
許
可
ノ
決

定
ア
ル
迄
多
ク
ノ
場
合
二
於
テ
競
売
価
格
ノ
高
低
二
影
響
ア
ル
ヘ
キ
賃
借
権
ノ

設
定
ヲ
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
到
底
最
低
価
格
ヲ
一
定
ス
ヘ
カ
ラ
ス
又
民
事
訴

訟
法
第
六
百
五
十
八
条
二
依
リ
競
売
期
日
ノ
公
告
ニ
ハ
賃
貸
借
ア
ル
場
合
二
於

ケ
ル
其
期
限
等
及
ヒ
最
低
競
売
価
格
ヲ
示
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
競
落
許
可
ノ

決
定
ア
ル
迄
賃
借
権
ノ
設
定
ヲ
許
ス
ヘ
シ
ト
セ
ハ
右
公
告
ノ
要
件
タ
ル
賃
貸
借

ノ
有
無
及
ヒ
最
低
競
売
価
格
ハ
之
ヲ
明
確
ニ
ス
ル
ニ
由
ナ
ク
従
テ
競
買
人
ハ
公

告
二
明
示
ナ
キ
賃
借
権
ノ
対
抗
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
斯
ノ
如
キ

ハ
断
シ
テ
右
等
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
タ
ル
趣
旨
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
明
瞭
ナ
リ
民
事
訴

訟
法
第
六
百
四
十
四
条
ハ
不
動
産
ノ
差
押
以
後
競
落
許
可
決
定
二
至
ル
迄
債
務

者
力
差
押
ヲ
受
ケ
タ
ル
動
産
ヲ
利
用
シ
又
ハ
必
要
ナ
ル
管
理
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
コ

ト
ヲ
規
定
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
差
押
以
後
二
至
リ
競
落
許
可
決
定
ノ
後
迄
存

続
ス
ヘ
キ
賃
貸
借
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
許
シ
タ
ル
法
意
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
前
掲
第

六
百
五
十
五
条
第
六
百
五
十
八
条
等
ノ
規
定
上
自
ラ
明
カ
ナ
リ
乃
チ
第
六
百
四

十
四
条
二
於
テ
差
押
ノ
後
特
二
債
務
者
二
許
シ
タ
ル
管
理
行
為
ハ
競
落
許
可
決

定
二
依
リ
所
有
老
ノ
定
マ
ル
迄
競
売
ス
ル
不
動
産
ヲ
保
全
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト

ス
ル
法
意
ナ
ル
カ
故
二
民
事
訴
訟
法
第
六
百
四
十
四
条
第
二
項
二
謂
フ
不
動
産

ノ
利
用
及
ヒ
管
理
云
々
ト
ア
ル
管
理
行
為
中
競
売
開
始
決
定
以
前
ヨ
リ
継
続
ス

一
〇
九

（
二
四
こ



判
例
研
究

二
〇

（
二
四
き

ル
モ
ノ
ハ
民
法
ノ
規
定
二
依
リ
管
理
ト
異
ナ
ラ
サ
ル
モ
競
売
期
日
ノ
公
告
以
後

ノ
賃
貸
借
二
付
テ
ハ
民
法
二
付
テ
ハ
民
法
二
於
テ
管
理
人
又
ハ
後
見
人
力
其
権

限
内
二
於
テ
為
シ
タ
ル
管
理
行
為
ト
ハ
自
ラ
差
異
ノ
存
ス
ル
コ
ト
当
然
ナ
リ
ト

ス
・
と
し
て
い
る
（
翻
歎
博
鉦
誤
娯
轍
確
舗
翻
鋲
薪
離
謂
評
墜
一

六
頁
は
、
と
も
に
競
売
法
に
よ
る
競
売
に
準
用
さ
る
べ
き
民
訴
法
六
四
四
条
二
頁
の
解
釈
と
し
て
、
同
条

に
い
わ
ゆ
る
不
動
産
の
利
用
及
び
管
理
と
は
、
差
押
後
競
落
許
可
決
定
に
至
る
ま
で
の
こ
と
で
、
其
後
も

尚
効
力
を
存
続
す
ぺ
ぎ
賃
貸
借
等
を
為
し
う
べ
ぎ
こ
と
を
許
容
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
大
審

昭
和
九
年
九
月
四
日
民
四
判
新
聞
三
七
四
四
号
八
頁
評
論
二
三
巻
諸
法
六
八
O
頁
は
、
競
売
法
上
の
競
売

手
続
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
　
「
抵
当
不
動
産
二
什
差
押
ノ
効
力
ヲ
生
シ
タ
ル
後
二
於
テ
モ
不
動
産
所
有

者
ハ
競
売
申
立
人
又
ハ
競
落
人
ノ
権
利
ヲ
害
セ
サ
ル
範
囲
内
二
於
テ
該
不
動
産
ノ
利
用
又
ハ
管
理
ヲ
為
ス

ヲ
妨
ケ
ス
ト
難
モ
（
民
事
訴
訟
法
第
六
百
四
十
四
条
参
照
）
所
有
権
二
制
限
ヲ
加
フ
ヘ
キ
不
動
産
一
一
関
ス

ル
権
利
ノ
設
定
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
許
サ
サ
ル
ヤ
勿
論
ナ
リ
ト
ス
然
ラ
ハ
競
売
手
続
開
始
決
定
ノ
債
務
者
二
送

達
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
又
ハ
競
売
申
立
ノ
登
記
ア
リ
タ
ル
後
二
於
テ
競
売
ノ
目
的
タ
ル
不
動
産
ノ
所
有
者
力
民

法
第
六
百
二
条
二
定
メ
タ
ル
期
間
ヲ
超
エ
サ
ル
賃
貸
借
ヲ
為
シ
之
ヲ
登
記
シ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
斯
ク
ノ
如
キ

ハ
差
押
不
動
産
ノ
所
有
権
二
制
限
ヲ
加
フ
ル
権
利
ノ
設
定
二
外
ナ
ラ
サ
ル
カ
故
二
競
売
申
立
人
又
ハ
競
落

人
二
之
ヲ
対
抗
ゾ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
。
昭
和
九
年
九
月
二
七
日
大
阪
地

民
五
判
新
聞
三
七
五
六
号
一
六
頁
、
大
審
昭
和
二
一
年
四
月
二
一
日
民
四
判
法
学
六
巻
一
二
〇
六
頁
判
決

全
集
四
輯
八
号
九
頁
も
同
趣
旨
。
昭
和
一
三
年
三
月
一
〇
日
大
阪
地
民
六
判
新
聞
四
二
六
四
号
一
三
頁
評

論
二
七
巻
民
法
五
〇
二
頁
は
、
「
競
売
物
件
二
付
差
押
ノ
効
力
生
シ
タ
ル
後
ハ
其
ノ
所
有
ハ
該
物
件
ノ
処
分

ヲ
以
テ
差
押
債
権
者
二
対
抗
シ
得
サ
ル
ハ
勿
論
仮
令
該
物
件
ノ
管
理
又
ハ
利
用
ノ
行
為
タ
リ
ト
モ
競
落
後

尚
存
続
ス
ル
場
合
ハ
之
ヲ
以
テ
競
落
ニ
ヨ
リ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ

ト
謂
フ
ヘ
ク
而
シ
テ
差
押
二
右
ノ
如
キ
効
果
ア
リ
ト
為
ス
ハ
之
一
一
ヨ
リ
競
落
人
ヲ
シ
テ
負
担
ナ
キ
所
有
権

ヲ
取
得
セ
シ
メ
因
ソ
テ
差
押
権
者
力
差
押
当
時
有
シ
タ
ル
差
押
物
件
二
対
ス
ル
利
益
ヲ
保
護
シ
以
テ
差
押

ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
差
押
物
件
ノ
所
有
力
差
押
後
二
於
テ
為
シ
タ
ル
該
物
件
ノ
管

理
又
ハ
利
用
ノ
行
為
ハ
ソ
レ
カ
競
落
後
存
続
シ
競
落
二
因
リ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
害
ス
ル
場
合

二
於
テ
ハ
　
　
之
ヲ
以
テ
競
落
二
因
リ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
二
対
抗
シ
得
サ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
い

る
．
昭
和
一
三
年
這
月
二
六
日
東
控
民
四
判
評
論
二
七
巻
民
法
六
一
五
頁
は
、
競
売
不
動
産
に
つ
ぎ
競
売

申
立
登
記
後
に
な
し
た
賃
貸
借
及
ひ
そ
の
更
新
の
い
ず
れ
も
競
落
人
に
対
抗
し
え
な
い
と
説
き
、
昭
和
一

七
年
二
月
一
七
日
法
曹
会
決
議
法
曹
会
雑
誌
二
〇
巻
六
号
六
七
頁
法
曹
会
決
議
要
録
四
四
九
頁
評
論
三
一

巻
法
曹
会
決
議
一
頁
は
、
競
売
申
立
登
記
後
は
競
売
不
動
産
の
賃
借
人
は
借
家
法
一
条
に
よ
つ
て
も
そ
の

賃
借
権
を
も
つ
て
競
落
人
に
対
抗
し
え
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
は
判
例
に
よ
れ
ば
賃
借
権
の
登
記
が

あ
つ
て
も
何
ら
変
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
、
明
治
三
八

年
九
月
二
六
日
東
控
民
二
判
新
聞
三
一
二
号
一
六
頁
、
競
売
申
立
登
記
後
に
競
売
不
動
産
に
つ
い
て
の
賃

貸
借
を
登
記
し
た
場
合
は
右
賃
貸
借
契
約
の
締
結
が
競
売
申
立
の
登
記
の
前
後
を
問
わ
ず
賃
借
人
は
こ
れ

を
競
売
申
立
人
及
ひ
競
落
人
に
対
抗
し
え
な
い
と
す
る
、
大
審
昭
和
四
年
五
月
一
八
日
民
判
新
聞
二
九
九

一
号
五
頁
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
九
日
東
地
民
四
決
新
聞
三
一
二
号
九
頁

は
、
「
競
売
申
立
記
入
ノ
登
記
ア
リ
タ
ル
カ
為
所
有
者
ハ
其
不
動
産
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
セ
ラ
ル
ル
モ

ノ
ニ
非
サ
ル
カ
故
二
甲
力
乙
ノ
為
メ
設
定
シ
タ
ル
賃
借
権
ハ
其
登
記
ヲ
経
由
シ
タ
ル
以
上
ハ
競
落
人
タ
ル

都
備
跡
一
溺
甑
η
哺
恥
キ
y
学
説
も
こ
の
判
例
の
立
場
を
是
認
し
て
い
る
（
蝋
肝
輔
舗

垂
蔑
騙
難
輪
癒
姻
墾
藩
顯
蓋
櫻
鵠
舗
題
Y

　
し
か
し
、
既
述
の
ご
と
く
、
民
法
六
〇
二
条
の
期
問
内
の
賃
貸
借
を
純
然
た

る
管
理
行
為
、
こ
と
に
利
用
行
為
と
み
る
民
法
の
立
場
か
ら
は
、
判
例
通
説
と

は
正
反
対
に
、
競
落
後
も
存
続
す
る
も
の
で
あ
つ
て
も
．
賃
借
人
は
賃
借
権
を

競
売
申
立
人
及
び
競
落
人
に
対
抗
し
う
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
競
落
人
は
、
競
売
期
日
の
公
告
中
に
表
示
さ
れ
た
賃
貸
借
の
期
限
並
に

借
賃
及
び
借
賃
の
前
払
又
は
敷
金
の
額
な
ど
か
ら
、
当
該
賃
貸
借
の
存
在
を
了

知
し
う
る
は
ず
で
あ
る
し
（
硯
錘
駿
）
、
最
低
競
売
価
額
も
右
賃
貸
借
の
存
在
を

考
慮
し
た
う
え
で
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
．
賃
貸
借
の
存
在
に
よ
つ
て
な
ん
の

損
害
を
う
け
る
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
競
落
人
と
の
関
係
で
考
え
れ

ば
、
民
法
六
〇
二
条
の
範
囲
内
の
賃
貸
借
が
競
売
申
立
後
の
も
の
で
且
つ
競
落

後
存
続
す
る
も
の
で
あ
つ
て
も
競
売
期
日
公
告
前
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
競
落
人

に
こ
れ
を
対
抗
し
う
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
賃
貸
借
契
約

の
成
立
は
競
売
申
立
後
で
あ
つ
て
も
競
売
期
日
の
公
告
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
競
売
期
日
の
公
告
に
は
、
賃
貸
借
の
表

示
並
び
に
最
低
競
売
価
額
の
記
載
を
必
要
と
す
る
が
（
誠
遜
蓋
駄
条
》
前
掲
大
審

院
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
五
日
の
判
決
が
示
す
よ
う
に
、
公
告
後
に
す
る
賃
貸

借
契
約
の
締
結
は
、
最
低
競
売
価
額
を
不
適
切
な
も
の
に
し
、
さ
ら
に
賃
貸
借

の
表
示
な
し
に
競
売
期
日
を
開
い
た
こ
と
に
な
り
、
手
続
の
違
法
を
き
た
す
か

ら
で
あ
る
（
胤
酌
呪
鍋
御
紺
柚
杯
励
纏
勧
喉
鷹
磯
境
痴
焔
紛
爾
映
碇
留
乱
ポ
磯
売
）
。
か
く
し
て
、

一
た
び
競
売
の
申
立
が
あ
れ
ば
、
「
差
押
不
動
産
は
早
晩
競
落
人
の
手
中
に
帰

す
べ
き
運
命
に
置
か
れ
る
が
故
に
債
務
者
は
競
落
確
定
迄
の
間
暫
定
的
に
其
所

有
権
を
保
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
従
つ
て
所
有
権
が
確
定
的
に
競
落
人
に
移
る
迄

の
間
民
訴
法
六
四
四
条
二
項
に
よ
り
競
売
申
立
人
乃
至
競
落
人
の
利
益
を
害
せ



さ
る
範
囲
に
於
て
利
用
管
理
を
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
．
さ
れ
ば
債
務
者
ば
此

の
暫
定
的
期
間
内
そ
の
時
間
的
経
過
を
追
つ
て
当
該
不
動
産
を
現
実
に
利
用
し

う
る
の
み
で
あ
り
、
之
を
他
人
に
利
用
せ
し
め
る
場
合
も
亦
其
制
限
を
脱
し
う

る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
（
麟
畑
淵
報
網
湘
企
珊
酔
）
は
、
少
な
く
と
も
競
落

人
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
妥
当
し
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
は
む
し
ろ
、
競
売
申
立
後
の
民
法
六
〇
二
条
の
範
囲
内
の
賃
貸
借
の
締

結
に
よ
る
不
動
産
価
額
の
低
下
、
そ
れ
に
と
も
な
う
債
権
者
の
利
益
の
侵
害
と

い
う
点
に
存
す
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
場
合
参
考
に
な
る
の
は
、
民
法
三
九
五

条
の
規
定
で
あ
る
。
同
条
は
、
「
第
六
百
二
条
二
定
メ
タ
ル
期
間
ヲ
超
エ
サ
ル

賃
貸
借
ハ
抵
当
権
ノ
登
記
後
二
登
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
錐
モ
之
ヲ
以
テ
抵
当
権
者

二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
賃
貸
借
力
抵
当
権
者
二
損
害
ヲ
及
ホ
ス
ト
キ
ハ
裁

判
所
ハ
抵
当
権
者
ノ
請
求
二
因
リ
其
解
除
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す

る
。
す
な
わ
ち
、
抵
当
権
に
あ
つ
て
は
、
民
法
六
〇
二
条
の
範
囲
内
の
賃
貸
借

は
原
則
と
し
て
抵
当
権
者
の
利
益
を
必
ず
し
も
不
当
に
害
す
る
も
の
で
は
な

く
．
例
外
的
に
抵
当
権
者
の
利
益
を
そ
れ
が
害
す
る
場
合
は
解
除
が
可
能
に
な

る
、
と
い
う
の
が
民
法
の
態
度
で
あ
る
。
一
般
の
執
行
に
お
い
て
抵
当
権
者
に

比
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
差
押
債
権
者
で
あ
る
（
齢
都
筋
報
嵯
辮
順
灘
儲
荊
浄
搬
妙
暢
始

眈
麟
祉
榔
い
燵
勧
）
。
そ
こ
で
一
般
の
執
行
に
お
け
る
競
売
申
立
後
の
短
期
賃
貸
借

の
締
結
に
つ
い
て
も
本
条
を
準
用
し
、
こ
れ
を
債
権
者
に
対
抗
し
う
る
が
、
右

賃
貸
借
が
債
権
者
に
損
害
を
及
ぼ
す
が
ご
と
き
場
合
は
、
裁
判
所
は
債
権
者
の

請
求
に
よ
り
其
解
除
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
民
訴
法
六
四
四
条
二
項
に
い
わ
ゆ
る
「
不
動
産
ノ
利
用
及
ヒ
管
理
」
概
念
の

解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
掲
明
治
三
八
年
一
〇
月
二
五
日
の
大
審
院
判
例
を
リ
ー

判
　
例
　
研
　
究

テ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ほ
ぽ
判
例
法
が
確
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
状
態

に
あ
る
が
、
私
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
通
説
・
判
例
の
態

度
に
疑
問
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
次
第
で
、
本
判
決
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
　
　
明
）

昭
和
三
七
2
2
（
撮
驕
眠
縢
卜
款
購
）

　
文
書
の
郵
送
と
書
証
の
提
出

　
売
掛
代
金
請
求
事
件
（
昭
和
三
七
・
九
・
二
一
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
〉
の
農
機
具
売
掛
代
金
支
払
請
求
の
訴
に
つ
い
て
Y
（
被
告
V
は
某

　
月
某
日
代
金
全
額
支
払
済
み
の
抗
弁
を
提
出
し
た
が
、
抗
弁
は
認
め
ら
れ
ず
、

　
第
一
審
・
第
二
審
と
も
、
X
が
全
面
的
に
勝
訴
し
た
．
Y
か
ら
上
告
を
お
こ
し
、

　
原
審
は
「
控
訴
人
（
Y
）
は
当
審
に
お
け
る
本
件
口
頭
弁
論
期
日
に
出
頭
し
な

　
　
か
つ
た
が
、
陳
述
し
た
も
の
と
看
倣
す
べ
ぎ
控
訴
状
の
記
載
に
よ
れ
ば
　
　
云

　
云
」
と
言
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
控
訴
状
に
は
「
新
た
な
証
拠
」
と
い
う
項
目

　
　
の
下
に
「
乙
第
二
号
証
領
収
証
を
以
て
債
務
金
全
額
の
支
払
の
事
実
を
立
証
す

　
る
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
右
領
収
証
の
写
も
添
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
こ
の
証
拠
は
提
出
な
ら
び
に
援
用
さ
れ
た
も
の
と
看
徴
さ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、

　
当
該
証
拠
を
無
視
し
た
原
審
の
事
実
認
定
は
違
法
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
仮

　
に
乙
第
二
号
証
の
申
出
が
陳
述
さ
れ
た
も
の
と
看
敏
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ

　
れ
は
期
日
前
の
証
拠
申
出
と
し
て
有
効
な
筈
で
あ
る
し
、
も
し
原
審
が
当
該
証

　
拠
を
黙
示
に
却
下
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
唯
一
の
証
拠
方
法
を
却
下
し
た
違
法

　
が
あ
る
、
と
上
告
理
由
は
附
陳
し
て
い
る
．
な
お
、
領
収
証
の
写
は
、
そ
の
5

　
ち
一
通
が
、
当
該
領
収
証
の
原
本
で
あ
つ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
最
高
裁
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
（
二
四
三
）



　
　
判
　
例
　
研
　
究

わ
く
、
「
当
事
者
が
自
ら
所
持
す
る
書
証
は
、
裁
判
所
外
に
お
け
る
取
調
を
求

め
る
場
合
（
民
訴
法
二
六
五
条
）
の
外
は
、
口
頭
弁
論
期
日
（
又
は
準
備
手
続

期
日
）
に
こ
れ
を
提
出
し
て
、
証
拠
調
の
申
出
を
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
民
訴

法
三
一
一
条
参
照
）
。
本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
上
告
人
は
、
控
訴
状
と
と
も
に

乙
第
二
号
証
と
称
す
る
書
面
の
原
本
を
裁
判
所
に
郵
送
し
た
ま
ま
、
原
審
の
口

頭
弁
論
に
終
始
出
頭
し
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
が
乙
第
二
号
証
の

提
出
が
あ
つ
た
も
の
と
取
扱
わ
な
か
つ
た
の
は
相
当
で
あ
る
．
従
つ
て
、
乙
第

二
号
証
の
提
出
が
あ
つ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
論
旨
は
、
す
べ
て
理
由
な
く
、

採
用
し
え
な
い
」
、
と
。
1
棄
却
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
増
田
判
事
の
判
批
が
あ
り
、
判
旨
に
全
面
的
に
同

調
し
て
お
ら
れ
る
が
（
朋
嫡
摺
孤
恥
六
）
、
判
旨
や
、
こ
れ
に
同
調
さ
れ
る
増
田
判

事
の
判
批
が
、
民
訴
三
二
条
の
み
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
上
告
理

由
を
排
斥
し
て
い
る
の
は
、
理
由
づ
け
と
し
て
な
お
充
分
で
は
あ
る
ま
い
。
な

る
ほ
ど
、
民
訴
三
二
条
は
。
「
書
証
ノ
申
出
ハ
文
書
ヲ
提
出
シ
…
…
テ
之
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
、
当
事
者
が
自
ら
所
持
す
る
文
書
を
証
拠
と
し

て
顕
出
す
る
た
め
に
は
、
一
般
の
場
合
と
異
な
り
、
証
拠
の
申
出
と
証
拠
の
提

出
と
が
結
合
し
て
同
時
に
行
わ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
結
合
を
要
求
す
る
趣
旨
へ
、
た
だ
「
改
め
て
提
出
を
命
ず
る
よ
り
も
、
始
め

か
ら
そ
の
提
出
を
申
出
の
手
続
上
の
要
件
と
し
た
方
が
事
が
簡
単
に
運
ぶ
」
と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
（
嚥
囎
漣
鼠
鋤
一
顯
窃
許
飴
y
従
つ
て
、
い
つ
・
い
か
な
る

場
合
に
も
絶
対
に
申
出
と
提
出
と
を
切
離
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
よ
う
な
、
動
ぎ

の
と
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
．
現
に
、
所
持
文
書
が
膨
大
ま
た
は

貴
重
で
提
出
で
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
現
場
で
の
証
拠
調
を
相
当
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
二
四
四
）

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、
当
事
者
は
ま
ず
受
訴
裁
判
所
に
証
拠
の
申
出
を
な

し
、
後
に
現
場
で
受
命
裁
判
官
も
し
く
ば
受
託
裁
判
官
に
対
し
て
証
拠
の
提
出

を
す
る
ほ
か
な
い
か
ら
、
書
証
で
あ
つ
て
も
申
出
と
提
出
が
切
離
さ
れ
う
る
こ

と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
「
裁
判
所
外
に
お
け
る

取
調
を
求
め
る
場
合
（
蝦
話
雑
一
）
の
外
は
…
…
」
と
い
つ
て
判
旨
自
身
も
承
認
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
受
訴
裁
判
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ

い
て
書
証
を
申
出
る
場
合
は
、
固
よ
り
証
拠
の
提
出
は
必
要
で
な
く
、
証
拠
の

申
出
の
み
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
5
（
熊
諮
噛
鵬
六
）
。
他
方
に
、
民
訴
二
二
八
条
は
、

当
事
者
の
一
方
が
最
初
に
行
わ
れ
る
口
頭
弁
論
の
期
日
を
解
怠
し
た
場
合
に

「
其
ノ
者
ノ
提
出
シ
タ
ル
訴
状
、
答
弁
書
其
ノ
他
ノ
準
備
書
面
二
記
載
シ
タ
ル

事
項
ハ
之
ヲ
陳
述
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
シ
…
…
云
々
」
と
規
定
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
既
に
準
備
書
面
に
証
拠
方
法
と
し
て
文
書
の
標
目
が
掲
げ
ら
れ
、
要
証

事
実
も
ま
た
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
本
条
と
の
関
係
で
証
拠
の
申
出
は
行

わ
れ
た
も
の
と
擬
制
さ
れ
、
当
事
者
は
後
に
口
頭
弁
論
で
証
拠
文
書
の
提
出
の

み
を
行
え
ば
足
り
、
ま
た
準
備
書
面
と
も
ど
も
文
書
が
裁
判
所
に
郵
送
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
保
管
す
る
文
書
に
つ
い
ヤ
の
書
証
の
申
出
に
準

じ
、
擬
制
さ
れ
る
証
拠
の
申
出
の
み
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
余
地
が
、
充

分
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
解
す
る
方
が
、
当
事
者
闘
席
の
場
合
に
も
対
席
判

決
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
の
民
訴
一
三
八
条
の
立
法
趣
旨
に
適
し
、
準
備

書
面
に
記
載
し
た
「
事
項
」
と
い
つ
て
「
事
実
」
と
は
言
わ
な
か
つ
た
同
条
の

字
句
に
も
適
合
し
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
無
過
失
の
欠
席
者
に
は
親
切
で
上
訴
を

防
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
嘗
て
、

大
審
院
が
、
昭
八
・
四
・
二
五
判
決
の
傍
論
で
、
「
闘
席
者
ノ
側
二
於
ケ
ル
証



拠
ノ
申
出
ヲ
稽
フ
ル
ニ
其
ノ
所
持
二
係
ル
文
書
又
ハ
証
拠
物
ヲ
証
拠
ト
シ
テ
提

出
ス
ル
旨
ノ
記
載
力
準
備
書
面
二
存
ス
ル
ト
キ
ハ
此
陳
述
自
体
ハ
ロ
頭
弁
論
二

於
テ
之
ヲ
為
シ
タ
リ
ト
看
倣
サ
ル
可
キ
モ
独
当
該
証
拠
物
ソ
ノ
モ
ノ
ノ
提
出
ハ

之
ヲ
為
シ
得
ヘ
ク
モ
ア
ラ
ス
結
局
開
席
者
二
於
テ
此
種
証
拠
ノ
申
出
ヲ
為
ス
コ

ト
ハ
常
二
不
能
二
属
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
モ
必
シ
モ
爾
ラ
ス
蓋
準
備
書
面
二
文
書

ノ
原
本
又
ハ
証
拠
物
自
体
ヲ
添
付
ス
ル
コ
ト
ハ
或
ハ
不
能
少
ク
ト
モ
稀
有
ナ
ル

ヘ
キ
モ
今
順
序
上
姑
ク
此
事
ア
リ
ト
セ
ム
ニ
此
場
合
原
物
ハ
則
チ
裁
判
所
ノ
手

中
二
存
ス
ル
カ
故
二
口
頭
弁
論
二
際
シ
裁
判
所
ハ
便
宜
之
ヲ
出
頭
者
こ
示
セ
ハ

可
ナ
リ
反
之
右
ノ
如
ク
原
物
ヲ
添
付
セ
サ
ル
場
合
ハ
如
何
ト
云
フ
ニ
文
書
ノ
提

出
二
付
キ
テ
ハ
認
証
謄
本
ハ
原
本
ト
同
価
値
ヲ
有
ス
ル
カ
故
二
（
同
法
第
三
百

三
十
一
条
第
一
項
）
此
方
法
二
依
ル
ト
キ
ハ
閾
席
者
ノ
所
持
ス
ル
文
書
モ
証
拠

二
供
ス
ル
コ
ト
不
能
ト
断
言
ス
可
カ
ラ
ス
」
と
い
い
（
儲
鰯
俳
刑
牡
驚
醐
即
細
炊
錨
端

に
碩
に
）
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
向
ぎ
も
無
い
で
は
な
か
つ
た
の
は
（
謙
戯
殿
報
融
辮
織
聯

蜷
｝
鉱
朗
碩
ガ
廉
縦
飢
鯛
購
輕
謙
信
巻
y
全
く
謂
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
判
旨
を
支
持
す
べ
ぎ
理
由
は
、
第
一
段
に
は
、
準
備
書
面

と
い
う
も
の
が
、
確
定
書
面
か
ら
区
別
せ
ら
る
べ
ぎ
こ
と
に
存
し
よ
う
。
法
は

口
頭
弁
論
準
備
の
制
度
と
し
て
準
備
書
面
の
交
換
を
規
定
し
た
（
眠
噺
舵
ソ
従
つ

て
、
準
備
書
面
と
は
「
当
事
者
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
陳
述
し
よ
う
と
す
る
事

項
を
、
予
告
的
に
記
載
し
て
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
面
」
を
い
い
（
厳
好
鉢
縣
）
、

「
提
出
に
よ
つ
て
こ
れ
に
記
載
し
た
そ
の
当
事
者
の
訴
訟
行
為
が
確
定
的
に
さ

れ
た
こ
と
に
な
」
る
確
定
書
面
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
（
謙
肝
課
辮
）
。
と
こ
ろ
で
、

証
拠
の
申
出
を
記
載
し
た
書
面
は
、
期
日
前
の
証
拠
の
申
出
が
認
め
ら
れ
て
い

る
関
係
か
ら
（
暇
埜
亜
）
、
提
出
に
よ
つ
て
直
ち
に
申
出
と
し
て
成
立
す
る
で
あ
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ろ
う
。
同
理
は
、
証
拠
の
申
出
が
準
備
書
面
に
他
の
記
載
事
項
と
と
も
に
併
せ

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
ひ
と
し
く
妥
当
す
る
。
だ
か
ら
．
証
拠
の
申

出
が
華
備
書
面
中
に
掲
記
せ
ら
れ
る
場
合
、
華
備
書
面
9
〆
、
の
部
分
ぱ
実
は
確

定
書
面
て
あ
つ
て
準
備
書
面
〆

、
は
な
く
、
民
訴
一
三
八
条
の
「
準
備
書
面
二
記

載
シ
タ
ル
事
項
」
に
該
当
し
な
い
（
構
碇
膳
緬
駅
舳
彊
齢
艶
瀬
髄
眺
Y
右
証
拠
の
申
出

が
、
た
と
え
ば
印
紙
の
貼
用
を
欠
く
た
め
無
効
で
あ
つ
て
も
、
こ
の
道
理
に
は

相
違
が
な
い
。
確
定
書
面
か
ど
う
か
は
、
類
型
の
問
題
で
あ
つ
て
個
別
的
な
行

為
の
効
力
の
問
題
で
な
く
、
成
立
の
問
題
で
あ
つ
て
有
効
の
問
題
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
二
段
に
、
民
訴
二
二
八
条
は
準
備
書
面
を
確
定
書
面
に
媒
介
し

転
成
さ
せ
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
上
の
作
用
を
も
た
な
い
。
申
立
は
媒
介

さ
れ
て
申
立
に
な
り
、
陳
述
は
媒
介
さ
れ
て
陳
述
に
な
り
、
不
完
全
な
供
述
は

媒
介
さ
れ
て
不
完
全
な
供
述
を
再
現
す
る
に
と
ど
ま
り
、
申
立
が
媒
介
さ
れ
る

の
を
機
会
に
理
由
を
具
え
た
り
、
陳
述
が
申
立
に
転
化
し
た
り
、
不
完
全
が
お

の
ず
か
ら
治
癒
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
つ
て
、
も
し
、
確

定
書
面
と
は
認
め
ら
れ
な
い
証
拠
の
申
出
が
準
備
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と

し
た
ら
、
二
二
八
条
に
よ
つ
て
媒
介
さ
れ
て
陳
述
し
た
と
看
倣
さ
れ
る
こ
の
申

出
が
、
有
効
か
否
か
は
、
＝
二
八
条
以
外
の
事
情
か
ら
別
途
定
ま
る
こ
と
で
、

本
条
を
濾
過
す
る
こ
と
の
み
に
よ
つ
て
当
然
有
効
と
決
ま
る
わ
け
で
ば
な
い
。

　
且
つ
、
第
三
段
に
、
口
頭
弁
論
期
日
（
又
は
準
備
手
続
期
日
）
に
即
席
の
提

出
が
で
き
る
所
持
文
書
に
つ
い
て
は
、
期
日
前
の
申
出
を
認
む
べ
き
で
な
く

（
網
姻
剛
舗
y
　
ま
た
、
任
意
に
文
書
の
保
管
を
裁
判
所
に
移
す
こ
と
も
許
さ
れ
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
訴
三
一
一
条
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
　
　
　
（
二
四
五
）
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同
時
に
結
合
し
て
行
い
う
る
証
拠
の
申
出
と
提
出
と
を
わ
ざ
わ
ざ
切
離
す
ま
で

の
こ
と
は
な
い
と
い
う
趣
旨
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
が
簡

便
を
択
ん
だ
以
上
は
理
由
な
く
し
て
複
雑
を
追
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
理
窟
で

あ
つ
て
、
当
事
者
は
自
ら
所
持
す
る
文
書
な
ら
ば
何
時
で
も
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
準
備
行
為
の
必
要
な
場
合
に
具
え
た
二
五
八
条
二
項

と
の
関
係
で
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
従
つ
て
、
所
持
文
書
に
つ
き

期
日
前
の
申
出
を
認
め
、
ま
ず
申
出
を
し
て
お
い
て
後
に
期
日
に
提
出
す
る
こ

と
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
い
か
に
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の

保
管
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
当
事
者
は
、
た
だ
証
拠
の
申
出
を
す
れ
ば
足
り
る

と
解
す
る
ほ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
提
出
さ
れ
た
文
書
と
い
え
ど
も
当
然
に
裁
判

所
の
保
管
に
移
る
わ
け
で
は
な
く
．
さ
れ
ば
こ
そ
民
訴
三
二
〇
条
は
別
に
提
出

文
書
に
つ
い
て
の
留
置
命
令
が
で
き
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
し
、
保
管

は
裁
判
所
を
そ
れ
だ
け
利
用
し
煩
わ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
書
提

出
権
の
あ
る
当
事
者
が
当
然
に
自
ら
求
め
て
文
書
を
裁
判
所
に
保
管
さ
せ
る
権

利
ま
で
を
有
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
か
く
て
、
第
一
段
の
根
拠
か
ら
、
た
と
え
ば
証
人
の
申
出
の
ご
と
き
は
、
た

と
え
準
備
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
期
日
前
の
証
拠

申
出
と
し
て
取
扱
う
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
が
民
訴
二
二
八
条
に
よ
つ
て
陳
述
さ

れ
た
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
嚇
餅
一
謝
舩
知
駆
”
タ
）
。
そ
の
際
、
申
出

が
体
裁
上
い
か
に
も
申
出
ら
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
単
に
証
拠

の
標
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
充
分
で
あ
る
が
、
期
日
前
の
証
拠
申

　
へ
　
　
ち
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
や
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
う
　
　
ヨ
　
　
ヨ

出
で
あ
る
そ
の
申
立
が
期
日
前
の
申
立
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
は
、
印
紙
貼
用

の
有
無
・
要
証
事
実
掲
記
の
有
無
・
証
拠
特
定
の
能
否
・
等
、
そ
の
時
々
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
　
（
二
四
六
）

情
に
照
ら
し
て
決
す
る
ほ
か
な
い
。
第
三
段
所
述
の
よ
ち
に
期
日
前
の
申
出
が

許
さ
れ
な
い
当
事
者
所
持
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
準
備
書
面
上
の
申
出
も
し
く

は
標
目
掲
記
を
確
定
書
面
と
取
扱
う
余
地
は
な
い
が
、
そ
の
か
わ
り
、
こ
の
記

載
が
一
三
八
条
に
よ
つ
て
陳
述
さ
れ
た
も
の
と
看
倣
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
、
な

お
、
単
な
る
標
目
の
通
告
に
す
ぎ
な
い
か
、
精
々
、
提
出
を
伴
わ
な
い
申
出
に

す
ぎ
な
い
こ
と
、
第
二
段
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
段
の
根
拠
か

ら
、
原
本
の
任
意
送
付
は
（
期
日
の
前
で
あ
れ
後
で
あ
れ
）
無
効
無
意
味
と
認
む

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
申
出
と
提
出
と
の
同
時
施
行
を
擬
制
す
る
可
能
性
は
な
い
。

従
つ
て
、
民
訴
三
一
一
条
に
よ
り
、
本
件
書
証
の
申
出
は
不
成
立
で
、
こ
れ
を

無
視
し
た
原
審
の
態
度
は
正
当
で
あ
つ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
失
に

ょ
ら
ず
し
て
閾
席
し
た
当
事
者
の
救
済
の
ご
と
ぎ
は
、
ひ
と
り
所
持
文
書
に
つ

い
て
の
証
拠
申
出
の
問
題
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
闘
席

に
も
拘
ら
ず
対
席
判
決
を
与
え
る
現
行
法
の
基
本
原
則
一
般
の
問
題
と
し
て
、

考
究
・
検
討
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
結
局
、
判
旨
を
正
当
と
認
め
、
こ
れ
を
支
持
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
）


